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新年に向けてしめ縄づくり「
うえだ

上田ひだまりサロン（落合・
たはらさんじょう

田原山上）」

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、お
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
福
祉
事
業
や
介
護
事
業
の
推
進
に

あ
た
り
、温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、や
は
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
振
り

回
さ
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、日
常
生
活
の

み
な
ら
ず
、多
く
の
地
域
に
お
け
る
事
業
が
延
期
や
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、息
苦

し
さ
を
感
じ
る
年
に
な
っ
て
し
ま
わ
れ
た
こ
と
と
お
察
し
し
ま
す
。真
庭
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、同
様
に
多
く
の
事
業
が
滞
り
、市
民
の
皆
様
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、一
昨
年
は
中
止
し
ま
し
た
真
庭
市
社
会
福
祉
大
会
が
参
加
人

数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
も
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、大
き
な
喜
び
で

し
た
。

　

さ
て
、近
年
少
子
高
齢
化
や
地
域
、家
庭
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
ま
す
ま
す
進

む
中
で
、社
会
的
孤
立
や
生
活
困
窮
な
ど
、多
く
の
こ
と
が
社
会
問
題
に
な
り
、ま
す

ま
す
複
雑
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
も
確
た
る
見
通
し
も
な
く
、取
り
組
み
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、「
誰
も
が
安
心
し

て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
」を
目
指
し
、S
D
G
ｓ
の
理
念
や
地

域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、市
民
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、行
政
や
福
祉
、医
療

保
健
関
係
者
の
皆
様
と
積
極
的
に
課
題
の
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、新
年
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

まにわまにわ
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月号月号１１

新
年
ご
挨
拶
～
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
～

真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
会 

長
　 

松 

浦
　
躬 

行
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受
賞
者
の
皆
様

　
お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
施
設
職
員

（
社
会
福
祉
法
人　

恵
神
会
）

　

山
本　

忍

（
社
会
福
祉
法
人　

秋
桜
会
）

　

池
田　

直
正

真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

社
会
福
祉
施
設
関
係
功
労

社
会
福
祉
協
議
会
役
員

（
勝
山
）小
林　

寿
満
夫

永
年
勤
続
功
労

【
個
人
表
彰
】

（
北
房
）池
田　

勝
美

　
　
　

堀
尾　

茂
美

（
久
世
）入
江　

邦
彦

（
勝
山
）樋
口　

勝
美

　
　
　

鞍
岡　

敏
代

（
美
甘
）横
山　

と
し
子

（
湯
原
）小
林　

正

（
川
上
）延
本　

文
朋

　
　
　

池
田　

悦
雄

【
団
体
表
彰
】

（
久
世
）

　

田
下
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

真
庭
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
連
合
会
長
表
彰

【
個
人
表
彰
】

福
祉
委
員

（
北
房
）古
林　

義
夫

　
　
　

黒
岩　

知
子

（
落
合
）青
木　

正
憲

　
　
　

鈴
木　

志
朗

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
落
合
）國
本　

幸
惠

【
団
体
表
彰
】

地
区
社
協

（
久
世
）

　

宮
芝
・
町
西
福
祉
の
会

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン

（
北
房
）

　

あ
い
あ
い
サ
ロ
ン
上
合
地

　

赤
茂
サ
ロ
ン

（
落
合
）

　

滝
の
畝
寿
会

　

溝
ヶ
乢
い
き
い
き
サ
ロ
ン

優
良
社
会
福
祉
推
進
表
彰

（
敬
称
略
順
不
同
）

社
会
福
祉
大
会
表
彰
者

真
庭
市
社
会
福
祉
大
会
開
催

　

11
月
20
日（
土
）、勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で

第
17
回
真
庭
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は「
す
べ
て
の
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
」を
目
指
し

て
行
わ
れ
、福
祉
活
動
関
係
者
や
地
域
住
民

な
ど
約
2
0
0
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
1
部
の
式
典
で
は
、真
庭
市
社
会
福
祉

協
議
会
長
か
ら
、地
域
福
祉
活
動
に
功
労
さ

れ
た
個
人
8
名
と
10
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、真
庭
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
か
ら
、老
人
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
貢
献
さ

れ
た
個
人
9
名
と
1
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
2
部
の
記
念
上
映
で
は
、家
族
や
地
域

か
ら
孤
立
し
て
い
た
人
が
地
域
住
民
に
よ

る
見
守
り
や
交
流
を
通
し
て
、徐
々
に
心
を

開
き
、互
い
に
支
え
あ
う
大
切
さ
を
描
い
た

「
探
梅
〜
春
、遠
か
ら
じ
〜
」を
上
映
し
ま
し

た
。

　

他
に
も
、協
賛
団
体
に
よ
る
販
売
や
赤
い

羽
根
共
同
募
金
コ
ー
ナ
ー
、フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、来
場
人

数
を
制
限
し
て
の
開
催
で
し
た
が
、非
常
に

意
義
の
あ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

赤い羽根台湾風から揚げの販売

協賛団体による販売 赤い羽根共同募金コーナー

表彰式の様子

（
勝
山
）

　

篠
尾
友
定
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

　

白
百
合
会

（
湯
原
）

　

田
羽
根
っ
子
の
会

（
八
束
）

　

千
町
千
笑
サ
ロ
ン

　

上
在
所
い
き
い
き
サ
ロ
ン

第17回



【
敬
称
略
・
受
付
順
】

※
真
庭
市
社
協
へ
の
個
人
か
ら
の
寄
付
は
税
額
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
善
意
が
福
祉
活
動
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
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心配ごと相談所（1月の予定）
北房（真庭市役所北房振興局）
落合（落合老人福祉センター）
久世（真庭市役所本庁舎）
勝山（勝山文化センター）
湯原（湯原保健福祉センター）
八束（八束老人福祉センター）

27日（木）
13日（木）
26日（水）
　7日（金）
20日（木）
14日（金）

9時～12時

※相談無料、予約
不要です。
　お気軽にご相
談ください。

電話
（0867）42－1005
FAX
（0867）42－2263

※秘密は固く守られます。

【
本
　
所
】

植
田
　
桂
子（
草
加
部
　
香
典
返
し
）

山
﨑
　
敏
文（
余
野
上
　
香
典
返
し
）

竹
下
　
恵
司（
富
　
尾
　
香
典
返
し
）

竹
下
　
恵
司（
富
　
尾
　
忌
明
け
）

亡
各
務
　
文
雄

各
務
　
勝
博（
多
　
田
　
忌
明
け
）

加
藤
　
敏
光（
樫
　
西
　
忌
明
け
）

池
町
　
浩
美（
中
　
原
　
香
典
返
し
）

小
柳
　
昌
之（
目
　
木
　
香
典
返
し
）

小
柳
　
昌
之（
目
　
木
　
忌
明
け
）

真
庭
市
消
防
本
部

「
消
防
士
の
台
所
in
真
庭
」

　
　
　
　
　（
　
惣
　
　
篤
志
寄
付
）

【
北
房
支
所
】

友
平
　
光
昭（
宮
　
地
　
香
典
返
し
）

白
鳥
　
榮
子（
上
中
津
井
　
見
舞
返
し
） 

【
落
合
支
所
】

杉
本
　
真
一（
栗
　
原
　
香
典
返
し
）

森
田
　
正
則（
一
　
色
　
香
典
返
し
）

新
山
　
雅
弘（
上
河
内
　
香
典
返
し
）

新
山
　
雅
弘（
上
河
内
　
忌
明
け
）

杉
山
　
基
子（
法
界
寺
　
見
舞
返
し
）

　
　
　
敏
美（
上
河
内
　
見
舞
返
し
）

金
﨑
　
正
弘（
落
合
垂
水
　
香
典
返
し
）

湯
浅
　
晃
一（
下
河
内
　
香
典
返
し
）

亡
布
野
　
き
ち
よ

山
﨑
　
敏
文（
杉
　
山
　
香
典
返
し
）

中
山
千
代
子（
佐
　
引
　
香
典
返
し
）

入
江
　
弘
志（
落
合
垂
水
　
香
典
返
し
）

【
勝
山
支
所
】

石
原
　
聡
一（
本
　
郷
　
香
典
返
し
）

古
南
　
恭
子（
勝
　
山
　
香
典
返
し
）

河
内
　
義
一（
月
田
本
　
香
典
返
し
）

山
谷
　
元
久（
高
田
山
上
　
忌
明
け
）

小
森
ナ
ツ
コ（
月
　
田
　
見
舞
返
し
）

白
石
　
　
守（
勝
　
山
　
香
典
返
し
）

原
田
　
秀
行（
三
　
田
　
香
典
返
し
）

名
和
　
晋
也（
月
　
田
　
香
典
返
し
）

西
　
　
孝
明（
柴
　
原
　
香
典
返
し
）

小
林
寿
満
夫（
勝
　
山
　
受
賞
内
祝
）

山
﨑
　
伸
子（
　
上
　
　
忌
明
け
）

【
美
甘
支
所
】

池
田
　
　
司（
黒
　
田
　
忌
明
け
）

【
湯
原
支
所
】

佐
山
　
　
隆（
　
種
　
　
香
典
返
し
）

藤
本
　
慶
孝（
　
社
　
　
香
典
返
し
）

石
原
　
　
伯（
　
社
　
　
香
典
返
し
）

馬
場
　
明
雄（
藤
　
森
　
香
典
返
し
）

【
中
和
支
所
】

進
　
　
重
吉（
神
戸
市
　
忌
明
け
）

【
八
束
支
所
】

湯
槙
　
将
文（
蒜
山
中
福
田

　
香
典
返
し
）

小
谷
美
紗
子（
蒜
山
下
見
　
見
舞
返
し
）

【
川
上
支
所
】

亀
山
　
牧
子（
蒜
山
東
茅
部

　
香
典
返
し
）

蔵
富
　
　
彰（
蒜
山
東
茅
部

　
香
典
返
し
）

合
　
計
六
十
九
万
六
千
四
百
三
十
八
円

寄
付
金 

十
一
月
三
十
日
〆

　
善
意
銀
行
へ
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

災
害
義
援
金
へ
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

池
田
　
宗
弘

平
成
30
年
7
月
豪
雨

岡
山
県
災
害
義
援
金
寄
付
者

【
敬
称
略
】

11
月
30
日
現
在
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
法
人
・
企
業
名
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。市
内
の
地
域
福
祉
活
動
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【
落
合
支
所
】

織
田
製
材
㈱

令
和
3
年
度
　
特
別
会
員

【
敬
称
略
】

受
賞
者
の

活
動
紹
介

真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

優
良
社
会
福
祉
推
進
表
彰【
個
人
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

　
國
本
　
幸
惠
　
様

　
　
　
　
　
　
　 （
落
合
）

　
「
で
き
る
時
に
で
き
る
こ
と

を
」と
先
輩
に
誘
わ
れ
て
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
ま

し
た
。

　

現
在
は
、「
落
合
ヘ
ル
ス
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
」で

落
合
地
域
の
高
齢
者
へ
配
食

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、東
日
本
大
震
災

の
時
は
、赤
十
字
奉
仕
団
と
し

て
3
回
支
援
に
行
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。被
災
地
で

は
、炊
き
出
し
や
心
の
ケ
ア
を

す
る
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
活
動
を
糧
に
し

て
、「
で
き
る
時
に
で
き
る
こ

と
を
」と
楽
し
く
活
動
し
て
い

き
た
い
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
？

Q．
　

25
年
目
に
な
り
ま
す
。平
成

8
年
〜
22
年
ま
で「
檜
山
荘
み

の
り
会
」、平
成
18
年
〜
30
年

ま
で「
放
課
後
子
ど
も
居
場
所

づ
く
り
」、平
成
14
年
〜
現
在

ま
で「
落
合
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
」で
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

さ
れ
て
何
年
目
で
す
か
？

Q．

　

と
て
も
楽
し
い
で
す
。友
情

の
輪
が
広
が
り
、得
た
関
係
は

宝
物
で
す
。皆
さ
ん
か
ら
、「
あ

り
が
と
う
」と
言
っ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
が
や
る
気
や
喜
び

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
人
に
尽
く
す
活

動
で
あ
る
と
同
時
に
、自
分
の

喜
び
や
幸
せ
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、今
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
続
け
ら
れ
た
の
は
、家

族
の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。感
謝
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

さ
れ
て
ど
う
で
す
か
？

Q．
活
動
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q．
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q．



4

第　　201　　号 2022年（令和4年）1月１日真 庭 市 社 協 だ よ り

発
行
所
：
社
会
福
祉
法
人
 真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
〒
7
1
9
-3
2
0
1
　
真
庭
市
久
世
2
9
2
8
　
T
el
 0
8
6
7
-4
2
-1
0
0
5
　
Ｆ
ax
 0
8
6
7
-4
2
-2
2
6
3

　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
h
tt
p
:/
/w
w
w
.m
an
iw
a-
sh
ak
yo
.o
r.
jp
  
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
 E
-m
ai
l:
m
.s
h
ak
yo
@
gm
ai
l.
co
m

20
22
.1
.1
　
Ｎ
Ｏ
.2
01

可愛らしい寄せ植えが完成

広報担当の
つぶやき

2022年、新たな年がスタートしましたね！！今年はどんな年にしたいですか？皆さんに
とって良い1年になりますように。

真庭市社協HP

八束地域から
こんにちは！

山野志乃専門員

親子で一緒にバースデイフォト

クリスマスリースづくりの様子

　社協八束支所では、蒜山地区に住んでいる子どもからお年
寄りまで、誰もが気軽に集える自分の居場所づくりとして
「コミュニティカフェみつがしわ」を開催しています。八束老
人福祉センターで月に2回実施しており、歳末たすけあい募
金を財源に行っています。
　12月13日（月）は、0歳から90代の31名が参加しました。
この日は、音楽に合わせて自由に踊り、身体をほぐした後、コ
ミュニティカフェみつがしわ有志の杉本さんを講師に、クリ
スマスリースづくりを教わりました。
　周りの人の飾りつけを参考にアレンジをしたり、アドバイ
スをもらったりしながら、まつぼっくりやサンキライの実、
スターチスの花をちりばめ、思い思いのクリスマスリースを
作ることができました。　　　
　また、コミュニティカフェみつがしわ開催時には、バース
デイフォトの撮影もできます。ぜひ、お子さんと一緒に参加
してみませんか？

　12月9日（木）、米来こども園（久世）で「なかよし
ガーデン大作戦」と題した花の寄せ植えづくりが
行われました。これは、園が例年行ってきた餅つき
に替わり、コロナ禍でも地域のためにできることを
と開催されました。

　この日は、米来地区社会福祉協議会（久世・目木）の
民生委員を中心に、地域住民7名や園児など22名
が参加しました。園児は大人に手順を教わりなが
ら、一緒に寄せ植えづくりに取り組みました。作っ
た寄せ植えは、目木地区内の多くの方が通る場所
に飾られます。
　参加者は「地域で見るのが楽しみ」と喜んでお
り、楽しい時間を過ごすことができました。
　米来地区社会福祉協議会の

きむらたかいちろう

木村隆一郎会長は
「日頃子どもとふれあう機会がないので、今回良い

「コミュニティカフェみつがしわ」

きょうちゃんの 今回は地区社協の活動を紹介！！

どんな活動をしているのかな？

真庭市社協イメージキャラクター「きょうちゃん」

地域をつなぐ交流
「なかよしガーデン大作戦」開催！！

地域をつなぐ交流
「なかよしガーデン大作戦」開催！！

寄せ植えを探してみてね！

機会をいただいたと思います」と話されました。
　米来こども園の

よこたあさこ

横田朝子園長は「地域の方がどの
子にも優しく声をかけてくださったので有難かっ
たです。園児達が寄せ植えを探しに出かけること
で、地域への愛着が生まれたらいいなと思いま
す」と話されました。

●問い合わせ先●　社協八束支所　電話：0867-66-7151

めき

めき めき


